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                          ［要旨］ 

 

本稿では 2002 中国都市家計調査および 200２年中国流動住居者調査の個票データを用い、

産業が出稼ぎ労働者と都市労働者間の賃金格差に及ぼす影響に関する実証分析を行った。

Oaxaca モデルおよび Brown モデルの要因分解によって、以下のことが明らかになった。第一に、

賃金格差に与える影響は、非属性格差（90.05%）が属性格差（9.95 ％）より大きい。属性格差に

おける産業の寄与度は8.26％であり、非属性格差における産業の寄与度は29.09％である。第二

に、産業間格差の寄与度が 7.91％、産業内格差の寄与度が 92.09％であり、産業が出稼ぎ労働

者と都市労働者の賃金格差に与える影響は、産業内格差が産業間格差より大きい。また、産業

内格差では、労働生産性要因を含む各要因の量が同じでも賃金が異なる要因の寄与度は、

198.84％である。同一産業内における都市労働者と出稼ぎ労働者に対する差別的取り扱いは、

出稼ぎ労働者と都市労働者間の賃金格差の主な理由であることが明らかになった。 
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